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諸本比較によって物語を相対化する : 『平家物語』
「木曾の最期」を題材とした「言語文化」の実践
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神
戸
大
附
属
中
等
教
育
学
校

本
実
践
で
は
「
言
語
文
化
」
に
お
け
る
読
み
比
べ
の
授
業
と
し
て

「
平
家
物
語
』
「
木
曾
の
最
期
」
を
題
材
に
教
科
書
教
材
で
あ
る
覚
一

本
（
語
り
本
系
）
と
延
慶
本
（
読
み
本
系
）
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

授
業
で
は
覚
一
本
の
読
解
の
後
に
延
慶
本
を
読
み
、
そ
の
違
い
を
分

析
し
た
。
そ
の
結
果
、
覚
一
本
の
語
り
の
特
徴
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ま
た
延
慶
本
と
比
べ
る
と
覚
一
本
は
当

時
の
聞
き
手
の
反
応
が
入
り
、
よ
り
読
み
手
の
感
情
移
入
を
誘
う
物

語
と
な
っ
て
い
る
。
覚
一
本
で
は
物
語
の
展
開
や
人
物
描
写
が
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
悲
劇
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
気
づ
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
作
品
を
単
な
る
「
悲
劇
的
な
死
の
物

語
」
と
し
て
受
容
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
批
判
的
に
捉
え

て
物
語
が
創
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
表
後
に
は
教
科
書
教
材
の
選
定
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係

を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
発
表
で
触
れ
た
前
単
元
「
演
劇
を

つ
く
る
」
に
お
け
る
脚
本
作
成
と
本
単
元
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
今
後
は
「
論
理
国
語
」
に
お
い
て
作
品
の

批
評
も
実
践
し
た
い
。
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諸
本
比
較
に
よ
っ
て
物
語
を
相
対
化
す
る

|
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物
語
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木
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期
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題
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と

し
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「
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語
文
化
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